
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
で
は
、
県
立
の
旧
鶴
岡

病
院
解
体
と
人
工
芝
サ
ッ

カ
ー
場
整
備
を
巡
っ
て
、

議
会
の
意
見
が
分
か
れ
て

い
ま
す
。

旧
鶴
岡
病
院
は
、
土
地

と
建
物
を
県
が
市
に
無
償

譲
渡
し
、
解
体
工
事
と
人

工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
を
市
が

行
い
ま
す
。

議
会
で
は
「
県
が
責
任

、

を
持
っ
て
解
体
す
る
べ

き

「
財
政
が
厳
し
い
の

」、
は
県
も
市
も
同
じ
」
と
の

意
見
が
多
く
あ
り
ま
す
。

共
産
党
市
議
団
は
「
県
、

の
病
院
事
業
は
２
０
１
７

年
度
に
は
資
金
不
足
比
率

が

％
を
超
え
、
年
間
の

10
収
入
の
１
割
以
上
の
赤
字

で
、

％
に
な
れ
ば
、
国

20

に
経
営
健
全
化
計
画
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

瀬
戸
際
に
あ
っ
た
。

市
当
局
は
こ
れ
ま
で
10

年
間
も
、
筋
を
通
し
て
、

県
の
責
任
で
解
体
し
て
欲

し
い
と
求
め
て
き
た
が
、

か
な
わ
ず
、
よ
う
や
く
解

体
費
用
の
半
額
を
県
が
負

担
す
る
こ
と
で
、
県
と
市

の
協
議
が
ま
と
ま
っ
た
。

こ
の
３
年
間
の
国
の
コ、

ロ
ナ
補
助
金
の
お
か
げ
で

病
院
事
業
に
ゆ
と
り
が
生

ま
れ
た
今
こ
そ
、
決
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
。

国
の
過
疎
債
は
５
０
０

０
億
円
し
か
な
く
、
も
し

先
送
り
し
た
な
ら
ば
、
年。

度
内
の
認
可
は
不
可
能
だ

今
決
断
し
な
け
れ
ば
、

い
つ
決
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
そ
れ
が
問
わ
れ

」

。

て
い
る
と
の
判
断
で
す

過
疎
債
を
活
用

旧
病
院
は
精
神
科
病
棟

で
、
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療

セ
ン
タ
ー
が
開
院
し
た
２

０
１
５
年
３
月
に
閉
院
。

市
は
病
院
解
体
と
跡
地
に、

県
営
サ
ッ
カ
ー
場
整
備
を

重
要
事
業
と
し
て
県
に
要

望
し
て
き
ま
し
た
。

解
体
費
は
約

億
円
の

13

試
算
で
、
県
が
２
分
の
１

の
６
億
５
千
万
円
を
負
担

し
ま
す
。

残
り
は
過
疎
債
を
充
当

し
、
７
割
が
交
付
税
措
置

さ
れ
、
市
の
負
担
は
３
割

の
１
億
９
５
０
０
万
円
。

人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
の

事
業
費
は
約

億
円
。

10

内
訳
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
く
じ
助
成
金
５
８
０
０

万
円
を
除
く
約
９
億
４
２

０
０
万
円
に
過
疎
債
を
充

当
し
、
７
割
が
交
付
税
措

置
さ
れ
、
市
の
負
担
は
３。

割
の
２
億
８
２
０
０
万
円

全
体
の
工
事
費
用
約
23

億
円
の
う
ち
県
の
負
担
は

６
億
５
千
万
円
で
、
市
の

負
担
は
４
億
７
７
０
０
万

円
の
見
込
み
で
す
。
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（月２００円程度）
3月 29人 29,310円
2月 45人 40,790円

村
の
四
季

39
鈴
木
重
雄(

八
色
木)

村
の
伝
統
を
継
い
で
⑤

（

）

八
色
木
相
撲

つ
づ
き

梵
天
相
撲
の
力
士
の
宿

は
小
鷹
三
左
衛
門
が
務
め

て
い
た
。

相
撲
の
終
わ
っ
た
力
士

は
、
宿
に
寄
り
風
呂
を
浴

び
て
垢
を
流
し
、
夜
食
の

お
握
り
を
食
べ
、
浴
衣
に

着
替
え
て
帰
る
。

土
俵
の
上
で
の
取
り
組

み
が
終
わ
る
と
、
お
握
り

（

）

の
角
力
飯
す
も
う
め
し

、

（

）
、

を
そ
ね
両
手
盆
や

半
切
り
に
載
せ
て
振
る
ま

う
。も

ち
ろ
ん
、
勧
進
元
は

商
品
の
お
金
や
品
物
を
、、

何
日
も
前
か
ら
村
を
廻
り

寄
付
を
願
う
の
で
あ
る
。

八
色
木
相
撲
梵
天

江
戸
時
代
中
期
、
享
保

年
（
１
７
３
４
）
に
、

19八
色
木
村
の
水
野
辰
之
助

「

」
、

に
生
ま
れ
た
友
綱
は

江
戸
相
撲
で
、
幕
の
内
か

ら
関
脇
に
昇
進
し
た
。

村
人
は
、
そ
の
功
績
を

讃
え
、
毎
年
８
月

日
の

17

夏
祭
り
に
、
薬
師
堂
境
内。

で
相
撲
大
会
を
開
催
し
た

優
勝
者
に
与
え
る
梵
天

（

、

、

３
番
切
り
５
番
切
り

７
番
切
り
）
は
、
友
綱
が

土
俵
に
正
座
し
た
姿
を
形

（

）。

取
っ
た
も
の
で
あ
る
図

梵
天
は
、
ま
と
ま
り
が

よ
く
、
気
品
に
優
れ
、
近

郷
近
在
の
若
者
が
八
色
木、

梵
天
を
目
指
し
て
集
ま
り

盛
大
を
き
わ
め
た
も
の
で

あ
る
。

友
綱
は
、
本
名
を
理
助

と
い
う
。

、

玉
垣
額
之
助
に
入
門
し

『
日
本
相
撲
史
』
の
上
巻

で
、
彼
の
四
股
名
を
初
め

し

こ

な

て
見
る
の
は
、
江
戸
番
付

第
１
号
の
宝
暦
７
年
（
１

７
５
７
）

月
場
所
か
ら

10

で
あ
る
。

同
８
年
に
西
方
前
頭
の

幕
下
６
枚
目
に
入
幕
し
、

歳
だ
っ
た
。

25
同

年
（
１
７
６
１
）

11

に
小
結
と
な
り
、
明
和
元

年
（
１
７
６
４
）

月
場

10

所
を
最
後
に
引
退
す
る
ま

で
、
幕
内
在
位

年
間
、

24

こ
の
う
ち
小
結
、
関
脇
を

場
所
務
め
た
。

11
友
綱
は
、
庄
内
藩
酒
井

家
の
お
抱
え
力
士
で
、
明

和
５
年
（
１
７
６
８
）
以

降

勝
５
敗
の
好
成
績
を

35
収
め
た
。

一
節
に
は
、
大
関
の
力

を
備
え
な
が
ら
、
体
が
小

さ
い
の
で
、
看
板
と
し
て

の
見
栄
に
欠
け
た
た
め
、

関
脇
で
留
ま
っ
た
と
も
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

礼
儀
正
し
く
、
武
士
の

風
格
を
備
え
て
い
た
。

、

初
代
出
羽
海
を
は
じ
め

多
く
の
弟
子
を
育
て
、
技

の
伝
授
と
同
時
に
、
人
間

育
成
に
も
尽
力
さ
れ
た
。

（

）、

天
明
７
年
１
７
８
７

夏
巡
業
地
の
越
後
で
没
。

歳
。

53
花
筏
健
『
お
ら
え
の
先

』

。

祖
は
相
撲
取
よ
り
抜
粋

翌
、
天
明
８
年
（
１
７

８
８
、
追
善
相
撲
を
薬
師

）

堂
で
行
う
（
飯
鉢
文
書
。）

い
ま
決
断
し
な
け
れ
ば
、い
つ
決
め
る
の
か

旧
精
神
科
病
棟(
鶴
岡
病
院)

の
解
体

関とおる県議選勝利をめざす日本共産党演説会が19日、笠井亮衆院議員
、 、 。を迎えて 東京第一ホテル鶴岡で開催され 約３００人が参加しました



東
田
川
文
化
記
念
館
郷

土
研
究
サ
ー
ク
ル
講
演
会

が
４
月

日(

土)
時

15

13

30

分
か
ら
同
館
で
行
わ
れ
ま

す
。演

題
は
「
旧
東
田
川
郡

、

役
所
等
の
国
指
定
史
跡
答
（

申
）
に
思
う
こ
と
」

講
師
は
青
山
崇
氏
（
山

形
市
在
住)

で
す
。

青
山
氏
は
『
近
代
遺
跡

、

調
査
報
告
書
政
治
（
官
公

庁
等
』
２
０
１
４
年
３
月

）

・
文
化
庁
発
刊
の
中
で
、

旧
東
田
川
郡
役
所
及
び
郡

会
議
事
堂
の
執
筆
を
し
て

い
ま
す
。

こ
の
報
告
書
が
、
文
化

庁
文
化
審
議
会
の
昨
年
12

月

日
の
「
国
指
定
史
跡

16
の
答
申
」
に
影
響
を
与
え

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

報
告
書
で
は
、
旧
東
田

川
郡
役
所
及
び
郡
会
議
事

堂
が
巻
頭
写
真
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
演
は
ど
な
た
で
も
参

加
出
来
ま
す
。

資
料
・
会
場
準
備
の
た

め
、
事
前
に
お
申
込
み
下

（
電

さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

話
０
２
３
５(

)

２
５
３

64

７
）

県
議
に
な
っ
た
ら
何
を
し。

よ
う
と
言
う
ん
だ
ろ
う
か

い
わ
ゆ
る
政
策
が
見
え
な

い
ん
だ
ヨ
。
気
を
つ
け
な

い
と
、
今
問
題
に
な
っ
て

い
る
大
軍
拡
と
大
増
税
、、

上
が
ら
な
い
賃
金
や
年
金

暮
ら
し
を
苦
し
め
て
い
る

物
価
高
を
、
鶴
岡
市
民
は

許
し
た
こ
と
に
な
る
ん
じ

ゃ
な
い
の
。

、

▲
共
産
党
は
っ
て
い
う
と

吉
村
県
政
を
支
え
、
時
に

は
批
判
も
し
た
が
、
積
極

的
な
提
案
を
し
な
が
ら
県

民
の
望
む
方
向
に
進
む
よ

う
力
を
入
れ
て
き
た
し
、

鶴
岡
市
民
の
声
を
県
政
に

届
け
て
き
た
ん
だ
。

▲
個
人
ビ
ラ
は
見
て
い
た

だ
き
ま
し
た
か
。
小
中
学

校
の
給
食
費
の
無
償
化
、、

子
供
の
医
療
費
無
料
な
ど

皆
さ
ん
の
声
で
少
し
づ
つ

前
進
し
て
い
ま
す
が
、
介

護
・
国
保
税
の
負
担
軽
減

な
ど
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は

多
い
で
す
し
、
日
本
政
府

に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署

名
を
求
め
る
意
見
書
の
紹

介
な
ど
、
引
き
続
き
頑
張

。（

）

ら
せ
て
く
だ
さ
い
石
川

幹
部
追
放
・
公
職
追
放
な

ど
で
あ
る
。

「

」

川
上
貫
一
議
員
除
名

で
あ
る
。

１
９
５
０
年
か
ら

年
52

、

、

は
平
和
条
約
を
め
ぐ
り

ア
メ
リ
カ
は
、
自
国
構
想

に
賛
成
の
国
々
と
の
み
日、

本
が
締
結
す
る
単
独
講
和

戦
争
参
加
の
全
て
の
国
と

締
結
の
全
面
講
和
と
が
国

論
を
二
分
し
て
い
た
。

南
原
茂
・
上
原
専
禄
・

丸
山
真
男
ら
知
識
人
が
平、

和
問
題
談
話
会
を
結
成
し

雑
誌
『
世
界
』

年
３
月

50

憲
法
を
守
っ
て
、
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
に
基
づ
く
全
面
講

和
を
実
現
す
る
い
っ
さ
い

の
政
策
を
実
行
す
る
こ
と

を
要
求
す
る
」
と
い
う
も

。

の
だ
っ
た
。

こ
の
こ
と
の
精
神
は
今

の
日
本
に
も
生
か
さ
れ
、

賞
賛
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
除
名
な
ど
い
う
屈
辱

は
、
懲
罰
動
議
を
出
し
た

与
党
に
こ
そ
与
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。

川
上
議
員
は
次
の

年
53

総
選
挙
で
、
再
大
阪
２
区

か
ら
当
選
し
、
選
挙
民
の

政
府
与
党
へ
の
回
答
で
あ

る
。

ひ
と

村
山
俊
太
郎
・
ひ
で
夫
妻

青
山

崇

の
ご
と
く
書
き
人
々
に
誤

解
を
与
え
か
ね
な
い
。

「

」

村
山
俊
太
郎
・
ひ
で

連
載
の
中
に
入
れ
さ
せ
て

戴
く
。

連
載
の
レ
ッ
ド
・
パ
ー

ジ
は
、
や
が
て
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
指
令
で
、
戦
前
の
治

安
維
持
法
な
み
に
共
産
党

を
壊
滅
す
る
策
に
出
る
。

ア
カ
ハ
タ
発
刊
停
止
・

号
で
全
面
講
和
論
の
論
陣

を
張
り
、
社
会
党
も
全
面

講
和
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中

で

名
の
共
産
党
議
員
団

35

、

長
で
あ
っ
た
川
上
議
員
は

年
１
月
、
代
表
質
問
で

50

、

お
よ
そ
次
の
よ
う
に
述
べ

単
独
講
和
を
厳
し
く
批
判

し
た
。

「
国
民
の
多
数
は
単
独

講
和
に
反
対
し
て
お
る
。。

再
軍
備
に
反
対
し
て
お
る

同
時
に
占
領
軍
の
早
期
撤

退
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
日
本
国
民
の
名
に

お
い
て
、
か
よ
う
な
政
治

を
即
時
中
止
し
、
日
本
国

雲
泥
の
差
！

１
９

５
１
年
共
産
党
衆
議

院
議
員
団
長
川
上
貫

一
議
員
「
除
名
」
と

ガ
ー
シ

議
員
除
名

―

ガ
ー
シ

議
員
除
名
問

︱

題
に
関
わ
っ
て
、
あ
る
マ

ス
コ
ミ
は
、
中
立
を
よ
そ

お
い
な
が
ら
、
同
じ
除
名

「
旧
東
田
川
郡
役
所
等
の
国
指
定
史
跡（
答
申
）に
思
う
こ
と
」

青
山

崇
氏
が
東
田
川
文
化
記
念
館
で
講
演

４
月

日
15

大
事
な
県
議
選
で
す

県
議
選
が
近
い
。
自
民

党
か
ら
と
い
う
か
、
無
所

属
で
出
る
の
か
、
い
わ
ゆ

る
吉
村
県
政
と
皆
川
市
政

を
敵
視
す
る
側
か
ら
３
人

の
新
人
（
市
議
を
辞
め
た

２
人
含
む
）
が
出
る
と
い

う
ウ
ワ
サ
。
よ
っ
て
、
定

数
５
人
に
対
し
６
人
の
少

数
激
戦
の
形
か
。
そ
れ
は

共
産
党
を
狙
い
撃
ち
か
。

▲
自
民
系
が
増
え
て
良
い。

事
は
期
待
で
き
な
い
だ
ろ

だ
っ
て
彼
ら
は
、
民
主
的

で
市
民
が
喜
ん
で
い
る
皆

川
市
政
の
足
を
引
っ
張
っ

て
き
た
ん
だ
か
ら
サ
。
県

議
に
な
っ
た
ら
、
こ
れ
ま

た
県
民
の
喜
ぶ
吉
村
県
政

の
足
を
引
っ
張
る
事
を
す

る
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

▲
無
理
し
て
作
っ
た
百
条

委
員
会
。
最
後
を
締
め
く

く
ら
な
く
っ
ち
ゃ
な
ら
な

い
議
長
が
責
任
を
放
り
だ

し
て
、
県
議
に
な
ろ
う
っ

て
ん
だ
。
勝
手
だ
ネ
～
。

▲
彼
ら
３
人
の
ポ
ス
タ
ー

。

、

は
同
じ
形
だ
こ
の
３
人

「
長
沼
温
泉
ぽ
っ
ぽ

の
湯
」
食
堂
運
営
が

(
有)
田
和
楽
に

鶴
岡
市
藤
島
庁
舎
で
は

日
「
長
沼
温
泉
ぽ
っ
ぽ

、

20の
湯
」
の
食
堂
運
営
事
業

者
の
決
定
を
公
表
し
ま
し

た
。３

月

日
ま
で
募
集
受

10
、

。

付
を
行
い

１
者
が
応
募

日
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

14ョ
ン
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
が

行
わ
れ
、(

有)

田
和
楽

代

表
取
締
役

佐
藤
智
信
氏

が
決
ま
り
ま
し
た
。

現
在
の
ぽ
っ
ぽ
食
堂
は

３
月
末
で
閉
め
、
新
た
な

食
堂
が
４
月

日
の
目
標

21

で
開
始
さ
れ
ま
す
。


